









Adam Smith and Moral Media
竹　本　　　洋 　
Adam Smith attached importance to media in human relations.
He recognized a fair and impartial spectator as a moral medium and
regarded language as an instrument of moral expression. A fair and
impartial spectator is a ¯ctitious representation. Therefore, it is possible





































　『道徳感情論』：The Theory of the Moral Sentiments, London, 1759. ed. by D.
D. Raphael and A. L. Mac¯e, Oxford University Press, 1976〔Glasgow Edition〕村
井章子・北川知子訳『道徳感情論』（翻訳底本は第 6 版）、日経 BP クラシックス、2014 年。引
用ページの表記は（85/221）のように、スラッシュの前に上のグラスゴウ版のページを、その後
に上記邦訳書のページを示す。初版からの引用には、原典のページの後に水田洋訳『道徳感情論』
岩波文庫、上・下、2003 年からの引用ページを（1st ed. 257-258/上、297）のように示す。
　『国富論』：An Inquiry into the Nature and Causes of the Wealth of Nations,
London, 1776. ed. by R. H. Campbell and A. S. Skinner, Oxford University Press,
1976, 2 vols. 大河内一男監訳『国富論』中央公論社、1976 年、第 I～III 巻からの引用は、
WN の略記号の後に『道徳感情論』と同様の仕方で引用ページを示す。
　「言語起源論」：\Considerations concerning the First Formation of Languages" in
Lectures on Rhetoric and Belles Letters, ed. by J. C. Bryce, Oxford University







































































動を他者に説明する責任を全うする存在 an accountable beingのことである







































2) D. Hume, A Treatise of Human Nature, 3 vols. London, 1739-40. ed. L. A. Selby-
Bigge, 2nd ed. with text revised and notes by P. H. Nidditch, Oxford University
Press, 1978, p.415, 石川徹・中釜浩一・伊勢俊彦訳『人間本性論』法政大学出版局、2011 年、
第 2 巻、163 ページ。
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3) ibid, p.492, 『人間本性論』第 3 巻、47 ページ。
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4) B. B. Pascal, Pens¶ees, 1670. 『パンセ』塩川徹也訳、岩波文庫、中、2015 年、64 ページ。
5) Voltaire, Lettres Philosophiques, 1734.『哲学書簡』林達夫訳、岩波文庫、1980 年、222-223
ページ。
6) 同上、223 ページ。
7) Pascal, Pens¶ees, 1670. 『パンセ』塩川徹也訳、岩波文庫、下、2016 年、171-175 ページ。






























9) D. Hume, A Treatise of Human Nature, p.481、『人間本性論』第 3 巻、34-35 ページ。
10) ibid, p.529,『人間本性論』第 3 巻、87 ページ。
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11) T. Hobbes, Leviathan, London, 1651, ed. by R. Tuck, Cambridge University Press,




































































































































































































































































































































































































































































































































































感情を観察者の「公正かつ公平な見地」candid and impartial light(22/85）に
近づけることができたといいうるのである。ここで『道徳感情論』の鍵概念で




























































































































13) 魯迅「＜フェアプレイ＞はまだ早い」『莽原』第 1 号、1926 年 1 月、竹内好訳『魯迅文集』第
3 巻、筑摩書房、1977 年、273-274 ページ（引用は一部省略している）。
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高く評価された」という。トゥキュディデス『歴史』第 3 巻第 82 節、藤縄謙三訳、京都大学出

































経済学論究第 72 巻第 3 号
は資本に形を変えて人間と自然を破壊し、人と自然との交流や人間同士のつな
がりを寸断する。スミスによれば、資本も商人も特定の国土・国家に根づかな
いコスモポリタンなのであるが、そのコスモポリタンの無国籍性にスミスは懐
疑的であった（WN, 426/II, 70）。スミスは偏狭なナショナリズムを嫌い、国
家（行政）機関を間違いを犯しやすい非効率な存在とみなしながらも、国家の
果たすべき役割を、その例示は控えるが、倫理においても経済においても特定
している。
中立的観察者という道徳的媒介者もまた両義性を免れない。自由な社交と会
話が成り立っているかぎり、人びとは中立的観察者の存在をともに想念し、そ
のまなざしを感じ取ることで社交の道徳的ルールを見いだし、さらにそのルー
ルを状況に応じて変えていくだろう。しかし中立的観察者の目が道徳の一般規
則や特定の徳に集束し、社会の階層的秩序を保守するだけの制度になると、道
徳は専制者のように祭り上げられる。エゴ、不正、悪、狂の跋扈は恐ろしいが、
道徳によってそれらを一掃できるという考えも恐ろしい。本心からそう信じて
はいないのに、美辞麗句を弄して道徳の全能性、有用性を吹聴する
にわか
俄 道徳家
を演じながら、自分だけは非道徳に徹して利得をかすめ取ろうとする強かな合
理主義者、すなわち道徳に只乗りする人（フリーライダー）が現れるからであ
る。そしてかれらは暗黙のうちに手を組む。
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